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１． 調査団員氏名 
 

（１）基本設計調査（平成 16 年 2 月 8 日～3 月 13 日） 

 

池崎 保 【総括】 国際協力機構 

 

露木 佳子 【技術参与】 国立国際医療センター 

 

宍戸 泰三 【業務主任／建築改修計画Ⅰ】 株式会社マツダコンサルタンツ 

 

堀米 康夫 【建築改修計画Ⅱ】  株式会社マツダコンサルタンツ 

 

川添 健治 【施工・調達／積算計画】 株式会社マツダコンサルタンツ 

 

田制 弘 【機材計画Ⅰ／積算調達計画】 株式会社国際テクノ・センター 

 

村下 収一 【機材計画Ⅱ】 株式会社国際テクノ・センター 

 

大塚 真彦 【通訳】 株式会社マツダコンサルタンツ 

 

 

（２）基本設計概要説明調査（平成 16 年 6 月 27 日～7 月 16 日） 

 

村岡 敬一 【総括】 国際協力機構 

 

露木 佳子 【技術参与】 国立国際医療センター 

 

宍戸 泰三 【業務主任／建築改修計画Ⅰ】 株式会社マツダコンサルタンツ 

                      

 

田制 弘 【機材計画Ⅰ／積算調達計画】 株式会社国際テクノ・センター 

 

大塚 真彦 【通訳】 株式会社マツダコンサルタンツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2．調査工程

（１）基本設計調査

　　　　　官団員 コンサルタント団員

総括 技術参与
業務主任/

建築改修計画I
機材計画I/

積算・調達計画
施工・調達/
積算計画

建築
改修計画II

機材計画II 通訳

　日 日付 池崎　保 露木佳子 宍戸泰三 田制　弘 川添健治 掘米康夫 村下収一 大塚真彦
1 2月8日 日 成田発/フランクフルト着

フランクフルト発ウィーン着
2 2月9日 月 在オーストリア大使館/JICA訪問 ﾍﾞｵｸﾞﾗ-ﾄﾞ発

ウイーン発/サラエボ着 ｻﾗｴﾎﾞ着

3 2月10日 火 在BiH大使館表敬、世界銀行協議
BiH外務省表敬３実施機関協議（I/R説明、調査日程調整）

4 2月11日 水

チームA
5 2月12日 木 ｻﾗｴﾎﾞ→ﾊﾞﾆｬﾙｶ移動 ｻﾗｴﾎﾞ→ﾊﾞﾆｬﾙｶ移動 主任に同行

RS保健省協議 RS8クネジェヴォ調査
6 2月13日 金 RS1バニャ・ルカ調査 RS2　スルバッツ調査 主任に同行

7 2月14日 土 RS3プリェドール調査 RS6プルニャヴォル調査 主任に同行

8 2月15日 日 RS1バニャ・ルカ補足調査 RS6プルニャヴォル補足調査 主任に同行

9 2月16日 月 RS10シャーマッツ調査 RS9スルプスキ・ブロッド調査 主任に同行
ブルチコへ移動

10 2月17日 火 BR保健局協議 FD3 主任に同行
BR1ブルチコ調査 ビハチへ移動

11 2月18日 水 BR2マオチャ調査 FD2ヴェリカ・クラドゥシャ調査 主任に同行
BR3ビエラ調査

12 2月19日 木 FD1ボサンスカ・クルパ調査 主任に同行
RS4ビイェリナ調査 ﾍﾟﾄﾛﾊﾞｯﾂ(2期ｻｲﾄ)視察

ツズラへ移動
13 2月20日 金 RS5ズヴォルニク調査 FD5バノヴィッチ調査 主任に同行

FD4クラダニ調査
14 2月21日 土 ブラトナッツ（2期サイト）視察 RS12ヴラセニッツァ調査 主任に同行

RS7スレブレニッツァ調査
15 2月22日 日 主任に同行

16 2月23日 月 世界銀行PMU協議 FD11ドニ・ヴァクフ調査 主任に同行

17 2月24日 火 RS11ロガティツァ調査 FD12キセリャック調査 主任に同行
ソコラッツ(1期ｻｲﾄ)視察 FD18サライ・ポリェ調査

18 2月25日 水 FD9ゴラジュデ調査 FD13ヤブラニッツァ調査 主任に同行
ウスティコリナ(2期ｻｲﾄ)視察 モスタルへ移動

19 2月26日 木 FD8ヴィソコ調査 FD17トミスラヴグラッド調査 主任に同行
FD7フォイニッツァ調査 リュブスキ(2期ｻｲﾄ)視察

20 2月27日 金 FD10ヴィテツ調査 FD14チトルック調査 主任に同行
FD6ゼニチャ調査

21 2月28日 土 建設事情調査、機材代理店調査 FD15ストラッツ調査 主任に同行
サラエボへ移動

22 2月29日 日 成田発/ウィーン着 主任に同行

23 3月1日 月 在襖EOJ/JICA表敬 主任に同行
ｳｨｰﾝ発/ｻﾗｴﾎﾞ着

24 3月2日 火 BiH外務省､在BiH大使館表敬 ｻﾗｴﾎﾞ発/ｳｨｰﾝ着 主任に同行
世界銀行、WHO協議 ｳｨｰﾝ発ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ着

25 3月3日 水 FD12キセリャック調査 ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ発成田着 主任に同行
FMOH協議

26 3月4日 木 バニャ・ルカ移動、RS保健省協議 主任に同行
RS1バニャ・ルカ視察

27 3月5日 金 デルヴェンタ(1期ｻｲﾄ）視察 主任に同行
ブルチコへ移動、ブルチコ保健局協議、BR1ブルチコ調査

28 3月6日 土 サラエボへ移動 主任に同行

29 3月7日 日 団内会議 主任に同行

30 3月8日 月 チャプリナ（2期ｻｲﾄ） FMチーム実施状況視察 主任に同行

31 3月9日 火 3実施機関ミニッツ協議 主任に同行

32 3月10日 水 ミニッツ合同署名 主任に同行

33 3月11日 木 在BiH大使館報告 主任に同行
ｻﾗｴﾎﾞ発/ｳｨｰﾝ着

34 3月12日 金 在襖日本大使館報告
ウィーン発 ｳｨｰﾝ発ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ着

35 3月13日 土 成田着 ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ発成田着

調査準備

団内会議

チームA チームB

FD16プロゾール/ラマ調査

資料整理、団内会議

独立記念
日

建設事情調査

建設事情調査

建設事情調査

建設事情調査

建設事情調査

建設事情調査

資料整理、団内会議
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日 日付 総括
業務主任/

建築改修計画I
機材計画I/

積算・調達計画
通訳

村岡 敬一 宍戸 泰三 田制 弘 大塚 真彦

1 6月27日 日

2 6月28日 月

3 6月29日 火

4 6月30日 水

5 7月1日 木

6 7月2日 金

移動：サラエボ→ブルチコ

7 7月3日 土

8 7月4日 日

9 7月5日 月

10 7月6日 火

11 7月7日 水

12 7月8日 木

13 7月9日 金

14 7月10日 土

15 7月11日 日 移動：サライェボ→ビハチ

16 7月12日 月

17 7月13日 火

18 7月14日 水

サライェボ発/ウイーン着

19 7月15日 木

20 7月16日 金 成田着

移動：ブルチコ→バニャルカ

連邦DZとの個別協議　午前
(FD6ｾﾞﾆﾁｬ、FD8ｳﾞｨｿｺ、FD10ｳﾞｨﾃｽﾞ、FD12ｷｾﾘｬｯｸ、FD1ﾌﾟﾛｿﾞー ﾙ/ﾗﾏ)

連邦DZとの個別協議　午後
(FD4ｸﾗﾀﾞﾆ、FD5ﾊﾞﾉｳﾞｨｯﾁ、FD9ｺﾞﾗｼﾞｭﾃﾞ、FD11ﾄﾞﾆ･ｳﾞｧｸﾌ、FD18ｻﾗｲ･ﾎﾟﾘｪ)

スルプスカDZとの個別協議　午前
(RS1ﾊﾞﾆｬﾙｶ、RS3ﾌﾟﾘｪﾄﾞﾙ、RS6ﾌﾟﾘｭﾅﾔｳﾞｫﾙ、RS12ｳﾞｪﾗｾﾆｯﾂｧ)

ブルチコ保健局とミニッツ協議

ブルチコDZとの個別協議(BR1ﾌﾞﾙﾁｺ、BR2ﾏｳﾁｬ、BR3ﾋﾞｴﾗ)

技術参与

官団員 コンサルタント団員

露木 佳子

成田発/ウイーン着

サラエボ発
ウイーン着

在オーストリア日本大使館/JICA表敬

ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ外務省表敬/在ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ大使館表敬

ウィーン発/サラエボ着

外務省/3実施機関(保健省)合同協議：概要説明

ウイーン発

ウイーン発

外務省/在ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ大使館報告

FD2ｳﾞｪﾘｶ･ｸﾗﾂﾞｼｬ 施設補足調査
移動：クラドゥシャ→サライェヴォ

連邦保健省との協議

成田着
(08:30 OS051)

調達関連補足調査

スルプスカDZとの個別協議　午前
(RS2ｽﾙﾊﾞｯﾂ、RS4ﾋﾞｴｨﾘﾅ、RS5ｽﾞｳﾞｫﾙﾆｯｸ、BS11ﾛｶﾞﾃｨｯﾂｧ)

スルプスカDZとの個別協議　午後
(RS8ｸﾈｼﾞｪｳﾞｫ、RS9ｽﾙﾌﾟｽｷ･ﾌﾞﾛｯﾄﾞ、RS10ｼｬｰﾏｯｸ)

在オーストリア日本大使館/ＪＩＣＡ調査結果報告

移動：バニャルカ→サラエボ

スルプスカ保健省とミニッツ協議

連邦保健省とミニッツ協議

調達関連補足調査

連邦DZとの個別協議　午前
(FD7ﾌｫｲﾆｯﾂｧ、FD13ﾔﾌﾞﾗﾆｯﾂｱ、FD14ﾁﾄﾙｯｸ、FD15ｿﾄﾗｯﾂ)

連邦DZとの個別協議　午後
(FD1ﾎﾞｻﾝｽｶ･ｸﾙﾊﾟ、FD2ｳﾞｪﾘｶ･ｸﾗﾄﾞｩｼｬ、FD3ｻﾝｽｷ･ﾓｽﾄ、FD17ﾄﾐｽﾗｳﾞｸﾞﾗｰﾄﾞ)

外務省、3実施機関ミニッツ協議、署名

大使館報告

JICA事務所報告及び
ﾐﾆｯﾂ署名

＜コンサルタント団員＞
RS5ｽﾞｳﾞｫﾙﾆｯｸ 施設補足調査

サラエボ発/
ウィーン着
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3．関係者（面会者）リスト  
     
 ボスニア・ヘルツェゴヴィナ外務省  
 Ministry of Foreign Affairs  
     
   国際関係局  
   Department of Multilateral Relations Reconstruction Unit 
     
   局長 ミルザ・ピニョ 
    Head of the Unit Mirza Pinjo 
     
 世界銀行 サライェヴォ事務所  
  The World Bank  
   オペレーションアナリスト ミリヤナ・カラハサノヴィッチ 
   Operations Analyst Mirjana Karahasanovic 
     
 ボスニア・ヘルツェゴヴィナ連邦  
 Federation of Bosnia and Herzegovina  
  ボスニア・ヘルツェゴヴィナ連邦保健省  
  Federal Ministry of Health  
   大臣 トモ・ルチッチ 
    Minister Tomo Lucic 
   大臣補佐官 ゴラン・チェルケス 
    Assistant Minister  Goran Cerkez 
   国際援助担当 ヴィルダナ・ドデル 
    Vildana Doder 
   プロジェクトマネージメントユニット  
   PMU  
   局長 イブラヒム・ラミッチ 
   General Manager Ibrahim Ramic 
   副局長 ドラジェンカ・ラドシュ 
   Deputy Director Drazenka Rados 
     
  ドム・ズドラヴリャ  
  Bosanska Krupa ボサンスカ・クルパ  
    院長 スアッド・メシッチ 
    Director Suad Mesic  
   経理担当 ザハリェ・メシッチ 
   Accountant Zaharje Mesic  
  Verica Kladusa  ヴェリカ・クラドゥシャ  
    院長 ミルサド・プリッチ 
    Director Mirsad Puric 
  Sanski Most サンスキ・モスト  
    院長 エニシュ・サビノビッチ 
    Director Enis Sabanovic  
  Kladanj クラダニ  
    院長 アーメット・ツァヴクノヴィッチ 
    Director Ahmet Cavkunovic 
  Banovic バノヴィッチ  
    院長 エンヴァー・ブリギッチ 
    Director Enver Brigic 
  Zenica ゼニチャ  
    院長 アリッチ・フェリド 
    Director Alic Feric 
   経理担当 ドゥルダ・フェヴジヤ 
   Accountant Druda Fevzija 
  Fojnica フォイニッツァ  
    院長 ムスタファ・セルダレヴィッチ 
    Director Mustafa Serdarevic 
  Visoko ヴィソコ  
    院長 リモ・アヴド 
    Director Limo Avdo 
   Deputy Director レイラ・セミッチ 
   副院長 Lejla Semic 
  Gorazde ゴラジュデ  
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    院長 エディナ・チェンジッチ 
    Director Edina Cendic 
  Donj Vakuf ドニ・ヴァクフ  
    院長 セナド・アリベゴヴィッチ 
    Director Senad Alibegovic 
   技士長 ヤシンコ・ラトゥクシッチ 
   Chief Engineer Jashinko Ratkusic 
  Kiseljak キセリャック  
    院長 マルコ・フランコヴィッチ 
    Director Marko Frankovic 
  Jablanica ヤブラニッツア  
    院長 ヨヴォ・ヴァシリェニッチ 
    Director Jovo Vasiljenic  
  Citluk チトルック  
    院長 ヤドランカ・オダック 
    Director Jadranka Odak 
   経理担当 ペロ・セゴ 
   Accountant Pero Sego 
  Prozor/Rama プロゾール／ラマ  
    院長 ヨゾ・イワニセヴィッチ 
    Director Jozo Ivanicevic 
  Tomislavgrad トミスラヴグラード  
    院長 アンドリヤ・ドゥデリ 
    Director Andrija Gudelj 
   経理担当 ドマ・ケレヴァ 
   Accountant Doma Kelava 
  Saraj Polje サライ・ポリェ  
    院長 ゼニャナ・タノヴィッチ 
    Director Dzenana Tanovic 
   電気技師 メヘメド・コザカ 
   Electrical Enginner Mehemed Kodzaka 
   経理担当 サネラ・ハニッチ 
   Accountant Sanela Hanic 
     
 スルプスカ共和国  
 Republic of Srpska  
  スルプスカ共和国社会保健省  
  Minstry of Health and Social Welfare  
   大臣 マリン・クヴァテルニック 
    Minister Marin Kvaternik 
   大臣補佐官 ミラン・ラティノヴィッチ 
    Assistant Ministre Milan Latinovic 
   担当官 ニナ・ロディッチ 
    NIna Dodic 
     
  ドム・ズドラヴリャ  
  Banja Luka バニャ・ルカ  
    院長 ロラン・トゥリャチャニン 
    Director Goran Turjacanin 
   検査技師 ミリャニッチ-アザリッチ・ボサ 
   Chief of Laboratory Mirjnanic-Azaric Bosa 
  Srbac スルバッツ  
    院長 ミォミール・サウラ 
    Director Miomir Saula 
  Prijedor プリェドール  
    院長 スポメンカ・パヴコヴィッチ 
    Director Spomenka Pavkovic 
   検査技師 ミレラ・ヨヴァノヴィッチ 
   Chief of Laboratory Mirela Jovanovic 
  Bijeljina ビイェリナ  
    院長 ドラゴ・ノヴァコヴィッチ 
    Director Drago Novakovic 
  Zvornik ズヴォルニック  
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    院長 リュボミール・ジェリッチ 
    Director Ljubomir Deric 
   技士長 ジェリコ・ラドヴィッチ 
   Chief Engineer Zeljko Radovic 
  Prnjavor プリニャヴォル   
    院長 ミリアナ・ラザレヴィッチ 
    Director Milijana Lazarevic 
  Serebranica スレブレニッツァ  
    院長 アブドゥラマン・マルキッチ 
    Director Abdurahman Malkic 
   検査技師 スタンカ・レメズ 
   Chief of Laboratory Stanka Lemez 
   経理担当 スラジャナ・ボジッチ 
   Accountant Sladana Bozic 
  Knezevo クネジェヴォ  
    院長 ボーレ・シュケリッチ 
    Director Bore Skelic  
   副院長 ミレンコ・パジェン 
   Assitant Director Milenko Paden  
  Srpski Brod スルプスキ・ブロッド  
    院長 ドゥラゴ・レンディッジ 
    Director Drago Rendic  
  Samac シャーマッツ  
    院長 アゴスラヴ・グルヴァセヴィッチ 
    Director Agoslav Gluvacevic 
   呼吸器医長 オゼレン・スタニミロヴィッチ 
   Chief of Pulmology Ozeren Stanimirovic 
  Rogatica ロガティッツァ  
   経理担当 ミロシュ・ヴコヴィッチ 
   Accountant Milos Vukovic 
   管理課長 スラジャン・バクマズ 
   Administration Sradjan Bakmaz 
  Vlasenica ヴラセニッツァ  
    院長 ストーヤ・スティエピック 
    Director Stoja Stijepic 
   看護婦長 ゴルダナ・ドシッチ 
   Head Nurse Gordana Dosic 
     
 ブルチコ特別区  
 Brcko District Bosnia and Herzegovina  
  ブルチコ特別区保健局  
  Department of Health  
   局長補佐官 ラシム・カーリッチ 
   Assistant for Cheif Rasim Karic 
   一次医療課長 ヴァデット・ムルカノヴィッチ 
    Primary Health Service  Vahdet Mulkanocvic 
   課長補佐 イリヤ・ダヴィドヴィッチ 
   Assistant Ilija Davidovic 
     
  ドム・ズドラヴリャ  
  Brcko ブルチコ   
    院長 ゴラン・ウミシェヴィッチ 
    Director Goran Umicevic 
   疫学 ファティマ・デセジッチ 
   Epidmologist Fatima Decejic 
  Maoca マオチャ  
    院長 サブリヤ・デディッチ 
    Director Sabrija Dedic 
  Bijela ビエラ  
    院長 アダミール・ツァンヂッチ 
    Director Admir Candic 
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事業事前計画表（基本設計時） 
1．案件名 
ボスニア・ヘルツェゴビナ国一次医療施設医療機材整備計画（第 3 期） 
2．要請の背景（協力の必要性・位置づけ） 

ボスニア・ヘルツェゴビナ(以下 BiH)の 1 次医療サービスは、各行政区単位（町・村）におけるド

ム・ズドラヴリャ（以下 DZ）と呼ばれる医療施設が中核機関となっている。しかしながら、1992 年から

1995 年までのボスニア紛争は同国に大きな被害を与え、1 次医療施設においてもその約 30％が影

響を受ける結果となり各地の DZ 機能が不十分な状態になった。1 次医療サービスの低下は多くの

患者が 2 次、3 次医療施設に流れる結果となり、非効率な医療体制を生み出す要因ともなってい

る。 

現在、BiH は PHC プログラムに重点を置いた紛争後の復興改善計画を策定し、ボスニア･ヘルツ

ェゴビナ連邦とスルプスカ共和国の保健省ならびにブルチコ特別区保健局は、①医療サービス・シ

ステムの改革、②医療施設の機能改善と医療従事者の適正配置、③医療財政制度の改善、から

なる 3 項目を保健政策の柱として掲げ、PHC 強化と地域包括医療システムの導入を最優先課題と

して開発を進めている。また、2004 年から実施される貧困削減戦略ペーパー（PRSP）においても、

保健医療分野の優先事項はこれまでの保健政策の流れを汲んだ地域包括医療導入による PHC

の強化をあげている。 

これらの政策実施に当たり、現在、1 次医療施設における医療機材の不備・不足が大きな課題と

なっているが、上記連邦および共和国の保健省並びに上記特別区保健局には財政上の逼迫もあ

り、現状の不備に対する独自での対処が困難な状況にあるのが実態である。 

本計画は、このような背景のもとに DZ の機能改善の一環として、医療機材の調達につき日本の

無償資金協力が要請されたものである。原要請は全国の DZ 全てを対象としたものであったが、そ

のうち 27 サイトを選定して平成 9 年度に第１期が、引続き平成 10 年度で 25 サイトが第 2 期として

実施されたものである。その後、本プロジェクトの第 3 期として、第１、2 期計画に含まれなかった DZ

のうち 33 サイトに対して第１、2 期とほぼ同様の医療機材整備と、このうち 18 サイトの施設改修が無

償資金協力として要請されたものである。 

本プロジェクトに係る我が国の無償資金協力により、優先性、緊急性の高い 85DZ（1 期：27＋2

期：25＋3 期：33）の機能改善が達成され、これは BiH の全 131DZ に対し、その過半（約 65％）をカ

バーするものである。 
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3．プロジェクトの全体計画概要 
 ＊下線部は本無償資金協力の直接関係する活動および投入を示す。 
（１）プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

・一次医療レベルにおける予防／診断活動が強化される。 
（裨益人口：33 施設の行政地区人口 147 万人） 
 

（２）プロジェクト全体計画の成果 
・各施設において適切な医療サービスを実施できる体制が整備される。 
 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 
①各医療施設に適正な医療従事者を配置する。 
②放射線機材、超音波機材、生理検査機材、臨床検査機材および救急関連機材を調達する。 
③調達機材を使用し、画像診断、生理検査、検体検査および救急患者の処置を実施する。 
 

（４）投入 
ア．日本側：無償資金協力 12.73 億円 
イ．ボスニア・ヘルツェゴビナ側 
 （ア）放射線室改修および検査室廻りの整備に係る経費：25.37 百万円 
 （イ）機材の運営・維持管理に係る経費：66.56 百万円 
 

（５）実施体制 
実施機関は以下の 3 機関である。 

・ ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦保健省 
・ スルプスカ共和国保健省 
・ ブルチュコ特別区保健局 

 
4．無償資金協力案件の内容 
（１）サイト 
 ・ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦 18 ヶ所の DZ 
 ・スルプスカ共和国       12 ヶ所の DZ 
 ・ブルチュコ特別区        3 ヶ所の DZ 
 
（２）概要 
① 放射線機材、超音波機材、生理検査機材、臨床検査機材および救急関連機材の調達 
② 放射線室改修に係る X 線防護扉及び窓の調達・取付け 
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（３）相手国負担事項 
・放射線室改修ならびに検査室廻りの整備に係る経費 

 ・人員配置 
（４）概算事業費 
・概算事業費   

1/2 期 6.69 億円（無償資金協力 6.69 億円、ボ国負担 23.06 百万円） 
2/2 期 6.04 億円（無償資金協力 6.04 億円、ボ国負担 2.31 百万円） 
合計  12.73 億円（無償資金協力 12.73 億円、ボ国負担 25.37 百万円） 

（５）工期 
詳細設計・入札期間を含め約 26 ヶ月 

（６）貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 
 BiH では、現在、医療廃棄物処理についての規定は旧ユーゴ時代の法律が有効であるが、旧規

定には、フィルム現像器の現像／定着液の廃液処理に関する詳細な条項がなく、現在は専門の業

者が廃液を回収しているケースと各施設内で希釈し下水に放流しているケースがある。規模の大き

い病院等では廃液の回収はすでに実施できおり、小規模のDZにおいても統一的に回収を実施す

べく法制度の整備が望まれる。なお本計画においては排液量のなるべく少ない機種を計画し、業

者による回収する場合のコスト軽減に配慮するが、現状の廃液処理についても先方政府へ対処を

もとめる。 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 
BiH における 1 次医療施設の機能改善を進める政策が変わらない。 

6．過去の案件からの教訓の活用 
特になし 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

1/2 期: 対象 33DZ の放射線件数が現状の月間約 14,000 件より増加する。 
  （既存の透視撮影装置がない施設は透視撮影が実施できるようになる。） 

2/2 期: 対象 33DZ の超音波検査件数が現状の月間約 9,500 件より増加する。 
  （既存の超音波診断装置がない施設は超音波検査ができるようになる。） 
   対象 33DZ の生化学検査件数が現状の月間 82,000 件より増加する。 
   対象 33DZ の生理機能検査数が現状の月間約 16,000 件より増加する。 
   対象 33DZ への患者搬入件数および上位病院への患者搬送件数の合計が現状月間

約 3,000 件より増加する。 
（２）その他の成果指標 
 特になし 

（３）評価のタイミング 
 調達機材稼動開始から 1 年後  
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７． 参考資料/入手資料リスト 

 

         書 名  出版元 出版年度

1 Project Appraisal Document on a Social Insurance 

Technical Assistance Project 

 

世界銀行 2003年

2 Poverty Profile of Bosnia and Herzegovina 

 

世界銀行 2002年

3 Health Care Systems in Transition 

 

WHO 2002年

4 Policy and Strategies for Health in Republic of Srpska スルプスカ共和国保健省 2003年
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